



































                柳田明進     [奈良文化財研究所] 
 
地層処分研究開発における出土遺物の知見の活用・・・・・・・・・・・ 10 
                三ツ井誠一郎  [日本原子力研究開発機構] 
  
金属製遺物における分析からわかること～原理からデータ解釈まで～・・ 18 
                渡邊緩子     [日鉄住金テクノロジー株式会社]  
  
金相化学分析と鋳造実験から見える古代中国・殷墟青銅器の鋳造技術・・ 22 
                飯塚義之     [中央研究院地球科学研究所] 
                内田純子     [中央研究院歴史語言研究所] 
  
古代青銅鏡金属組織の直接観察と定量分析の試み・・・・・・・・・・・ 28 
                長柄毅一     [富山大学] 
  
 







YANAGIDA  Akinobu 
柳田 明進 
 






















































































































































管電圧、管電流 40 kV、100 mA 
走査角度 5〜80 deg. 
走査速度 2.000 deg./min. 
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１：はじめに                


















































































































































さを 150 mm，処分後 1,000 年間の耐腐食性


























図３：第 2 次取りまとめの基本シナリオ 7) 
 




































η：溶解の pH 依存性係数 


































































































































































































図９：XRDF 及びX 線CT 分析箇所 
（○がXRDF 分析、破線がX 線CT 分析箇所） 
 
埋蔵環境条件のうち，地下水については溶存
酸素濃度が約 2 ppb と非常に低く，大気と遮
断された環境であることを示す。酸化還元電位
（Eh）も 0.09～0.1 V vs. SHE であり，大気


























0.4 mm，最大値が 1.0 mm であった。図 11 に
示すように，極値統計解析により求めた鉄剣表
面に存在しうる最大の腐食深さの推定値は約
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分析手法 測定部位 Cu Sn Pb Zn Ni 
規格値＊） － 77.0～81.0 9.0～11.0 9.0～11.0 1.0 1.0 
化学分析(ICP) n=1 79.63 7.55 11.25 0.04 1.50 n=2 79.69 7.51 11.24 0.04 1.50 











































ICP-MS 分析の検出方法の異なる 2 種類の装
置を併用することにより、妥当性の評価は有効
と考えられる。さらに ICP-MS 分析は、ICP-
AES 分析と比べて 3 桁程度感度良いと言われ
ていることから、さらに少ない試料量での分析
が可能である。採取した 100mg の試料を

























４：鉛同位体比分析            
 これまでの研究で、鉛（Pb）には重さの異な
る同位体、204Pb、 206Pb、 207Pb、 208Pb の４
種が主に安定して存在していることがわかっ
ている 4)。その中で 206Pb は 238U（ウラン）か















79.63 7.55 11.25 0.04 1.50 
79.69 7.51 11.24 0.04 1.50 
XRF 
87.01 5.88 5.64 － 1.48 
91.95 4.38 1.85 － 1.81 
Ａ 74.05 5.57 18.03 － 1.77 
Ｂ 50.70 6.58 42.03 － 0.69 
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５：酸化・腐食による化学成分の変化    
電子顕微鏡の反射電子像観察とEDS定性分
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 δ 相から ε 相への変態は極めて長い時間が
かかるとされ、実際の鋳造組織においては、
α 相と δ 相の共存状態が金属組織の最終形
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表１ 組織写真（図３）から概算した主要三元素Cu, Sn, 
Pb の含有量（wt.%） 
 Cu Sn Pb 
組織からの計算値 75 23 2 
EPMA による分析値 74.0 23.2 2.8 
 




























δ 相は α 相とともに共析組織を形成してい
る。図３の鋳造試料の組織との違いは、α相
















































中国製、日本製の 157 面の青銅鏡を蛍光X 線
分析に供したうえで、導かれた結論であり、
－ 30－












きる。そして、Pb 量をこの蛍光 X 線の相関
データより導けば、Cu、Sn、Pb の含有量は
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